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研究ノート
留岡幸助とロバート・オウエン
ー北海道家庭学校とニュー・ハーモニー一
瓢　田　麗　子†
はじめに
　近代ヨーロッパが歴史の流れの中で，その都
度，模索しながら国造りを進めたのに対し，明
治維新以降の日本は，いわゆる先進国型の近代
国家という枠組みの模倣に努め，上からの改革
遂行で経済的には急速に発展した。多数の藩か
ら成り立っていた多様性に富んだ江戸時代とは
異なり，明治時代には，金銭・経済的側面が第
一義的に重視される傾向が強くなりつつあっ
た。このような明治国家内には，愛国志士的特
徴を持つ人物も依然として多く，精神性・道徳
面での頽廃に対する不安や植民地化への恐れな
どから「国家学ふし」という気運が横溢してい
た時代でもあった。資本主義の発展の一方で，
都市への人口集中，社会に於ける貧富の格差の
拡大，家族のあり方の変貌とそれによる不良少
年の増加，本稿が取り上げる留岡幸助の表現を
借りれば，「他人根性の蔓延」などが問題と化
していた。17歳で洗礼を受けた留岡幸助は，キ
リスト教の光をもって，社会問題の改良に努め
ようとした。幸助の背景には，人間は生まれな
がらに善であり，人間が悪くなるのは悪境遇の
なせる業である，従って，身体的な疾病と同様
に教化・啓蒙によって直すことが可能であると
いう考えがあった。また，家庭，愛国・愛郷
心，自助独立精神，及びそれに基づいた人心改
良の上に立つ国の保護的施策を重視する姿勢も
持っていた。
　幸助は，現在の教護院に該当する感化院を
1899（明治32）年に巣鴨に創設し，自ら直接的
に少年教化に従事する一方，内務省主導で行わ
れた明治30・40年代の地方改良運動を通じて，
二宮尊徳の思想研究や農村研究に当たり，講演
や執筆による啓蒙にも携わった。「民」と
「公」という両領域で活動した幸助は，犯罪者
予備軍とも考えることのできる不良少年や農
村・地方の人々という個人，そして，国という
場のみならず，地域という場に関する視点をも
実践を通じて獲得していった。1888年に24歳で
同志社を卒業して以降，26年間の活動の集大成
として北海道の社名淵に創設したのが，北海道
家庭学校とそれを中心にした新農村である。本
稿は，社会事業家，留岡幸助が大々的にチャレ
ンジをしたこの企画の現実性や理想の達成度に
ついて目を向けるものである。果たしてそれ
は，16世紀にトマス・モアがギリシア語の「ど
こにもない場所（ou　topos）」からつくり出し
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たユートピアという空想性を含む意味合い的な
ものだったのだろうか。15世紀になって地理上
の発見が続き，自分達とは異なる思考や生活様
式を認識したヨーロッパ世界では，既存社会の
秩序の絶対性が崩壊する過程を示唆したユート
ピア物語が登場した。ルネサンス期のユートピ
アを代表するモアは，貧欲が支配する現実に対
して，私有財産も貨幣もなく，全ての人の労働
時間は短縮され，計画的に経済が運営されると
いう，既存の社会とは全く異なる社会として
ユートピア島を構想した。本稿では，ユートピ
アを，軽侮的ニュアンスを持った一般的な使わ
れ方を受けて，「貧欲の入り込むことのないパ
ラダイスのような社会ではあるが，共産・設
計・非現実的な極端な理論であり理想に過ぎな
いもの」と定義してみる。そうした上で，この
留岡幸助の北海道での実践は，ユートピア的な
ものに終わったのか，或いはそれを超えて意義
のあるものだったかということについて，歴史
的・時代背景的・地理的な相違を充分承知の上
で，幸助が著作で言及したこともあったロバー
ト・オウエンの実践との比較も含めて考察を試
みるものであるG
1．北海道家庭学校
（1）設立までの経緯
　まず最初に，幸助が北海道家庭学校を設立す
るまでの社会事業家としての活動経緯を概観し
てみることにする。巣鴨家庭学校の活動は，少
年の感化事業，慈善事業の指導者を養成する慈
善事業師範部，及び慈善事業に関する啓蒙を意
図した月刊雑誌，『人道』の発刊という享部門
から成っていた。1899年の創立から7年後の
1906年に，幸助の理事長と他6人の理事の体制
下で財団法人となった巣鴨家庭学校は，1909年
には，1900年3月に公布された感化法に基づく
代用感化院として東京府から指定され，第四家
族舎を感化法の適用を受けた少年達の利用に供
していた。
　幸助は，このような巣鴨家庭学校での「民」
の活動に加えて，1900年から内務省嘱託に就任
したことを契機として，「官」の立場での活動
も積極的にこなしていった。全国各地の報徳社
の視察，地方改良運動への積極的参加，全国慈
善事業家大会への出席，二宮尊徳翁50年記念会
の発起と開催，産業組合講習会の講師，中央慈
善協会の評議員，全国感化院長協議会への出席
など，1914（大正3）年に内務省嘱託を辞任す
るまでの15年間一実際にはそれ以降も，感化教
育会副会長や社会事業調査会の臨時嘱託を務め
るなど公的な活動は縮小されなかったのだが一
各種の調査研究，視察と指導，講演などを通じ
て，「民」の立場では為し得ない感化救済活動
に関する制度や政策づくりに強く働きかけて
いった。
　そして，1914年3月で内務省嘱託を辞任し，
これらの「民」と「官」の立場からの実践と研
究の積み重ねの集大成として，同年8月に感化
部と農業部からなる念願の家庭学校北海道分校
と農場を1913年に北海道庁より払い下げられた
北海道北見の社名淵の土地（1，050町歩）に開
設した。これ以降，幸助は，夏場は北海道，10
月下旬辺りからは東京というパターンで活動を
繰り広げていった。
②　具体的活動内容
　では，具体的にはどのような活動がこの感化
農場では展開されていったのだろうか。まず，
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感化部について見てみることにする。そこに
は，任意と強制の両方によって不良少年が収容
されたばかりでなく，志願による優良青年も含
まれていた。教育方針は，小罪掛けの実験と幸
助が考えた巣鴨家庭学校に基づいていた。人間
への感化影響力が強いと幸助が信じた自然に囲
まれたこの学校でも，愛こそが少年をつなぎと
めておくものであるとの考えに基づいて開放的
な造りが採用されω，勤労をすることによって
人間は精神的にも大きく成長するというよう
な，勤労を重視する教育方針がやはり貫かれて
いた。目標は一貫して独立自営の人間を造るこ
とだった。感化部の「一群会」の組織もこの最
終的目標にかなったものと言える。一群会と
は，「あたかも羊の群が牧者に指導されるよう
に，従順に仲睦まじそうに，一群となって牧場
に来往するように，そして牧者たる教師やその
他の職員と和合団結して，一家族の如く生活す
るようになることを希望するところがら命名」
された②生徒の自治会であった。当初は，自治
会と呼ばれていたが，より子供らしい表現に改
名されたということである。生徒のこの自治組
織には，公正，厳格，協力という三方針があ
り，これに基づいて相互の共励，学芸に関する
こと，及びテニス・スキー・登山などの運動に
関すること，という3つの事業が展開された。
相互の共励には，規律，風紀，衛生などの督励
や農芸，植林での相共同が含まれ，学芸に関す
ることとしては，音楽や演劇，機関紙「一群」
の発行，弁論会・学芸会・修学旅行・祈祷など
の開催，及び図書・雑誌の請求と保管などが
あった。
　次に，農業部についてであるが，この感化農
場が開設された前年の1913年は，凶作であった
ため初年には一人組移住者もなく，幸助は1人
の教師と3人の生徒と共に途方に暮れてしまっ
たということである。しかし，2，3年を経る
頃から入場者が集まり出し（a，教育部と併行し
ての理想的な新農村の活動も徐々に安定して
いった。北海道の農業は兼営が必至だとの幸助
の認識に基づき，造田のみならず，副業，及び
観賞用としての植林，果樹栽培，園芸が行われ
た。また，1915年にはホルスタインが導入さ
れ，更に後には畜産部が新設され，小作人に
1，2頭ずつ牛が払い下げられた。牛の飼育に
ついては一日の理想的搾乳量を掲げ，牛乳処理
や飼料計算方法などについて指導を行い，早牛
品評会も開いた。そして製造したバターを市場
に流通させ，鶏卵と共に収益をあげていった。
このようにして資本を蓄積し，平和飼牛組合と
平和鶏卵貯金組合を発展させて1930（昭和5）
年には下駄名和産業組合が北海道庁から正式認
可されるに至った｛4；。翌1931年の時点では93人
が加入していたこの産業組合の組合長は，幸助
が務め，『下社名淵組合月報』を発行し，1932
年前後の小作制度廃止によって解消されるまで
存続しだ51。また，感冒の流行によって多数の
死者が出た1931年前後に各戸の医療費を調査し
たところ，売薬に対する多額の未払金を抱えて
いる家庭が多かったため，十戸を一単位とする
保健組合を形成して，救急箱を設置し，そして
医療面での啓蒙を行っだ6｝。
　更に，啓蒙・教育面としては，年代は前後す
るが，1916年の秋から，それ以降，春秋2回に
わたって児童大会が開催され，体操・遊戯・余
興仮装などによる楽しみが企画された。また，
親睦会と共に賞品授与を伴う農作品評会も開か
れた。小作人表彰規定や小作人品評会規定，小
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作人慶弔規定が設けられていた。そして，1926
年からは小作農家と付近農家のための無償託児
所，「木陰の家」が農繁期に設置されるように
なり，衣食住に落ち着きが見られるようになっ
た1927年頃からは，移住当時には幼少だった小
作農家の青少年を対象にした冬期学校が開催さ
れるようになった。これは，原則として農閑期
の12月から3月下旬までを利用して，知育とそ
れ以上に重視された人格教育，実際に応用可能
な理論の教授，共学という意味ではないが男女
平等の教育，及び物を教えすぎないという教育
が施されだ7b
　最後に宗教的な活動についてふれることにす
る。幸助は，開墾当初の1919年に，多数の美し
い渓谷と丘を有するこの感化農場に450人を収
容できるほどの礼拝堂を建設した。そして日曜
学校を開設し，小作農家の有志のために（81「羊
飼いは，野から帰ってきた99匹の羊よりも，迷
子になってしまっている1匹の羊のことを気に
かけて捜しまわる」という聖書の教えに因んで
名づけた宗教的会合，「一羊会」を夕食後など
に開催しだ％
　ここまで，感化部と農業部の具体的活動を
おってきたが，後者は前者の手段として存在す
るのみならず，それらの具体的な活動は，開
墾，農業，宗教，教育，同地域という点で密接
に関連性を持って存在していたのであった。
（3）特徴と意義
1．特徴
　まず，上述したような具体的活動の有した特
徴について目を向けることにする。この北海道
社名淵分校の感化部の主たる特徴は，その理論
的・実践的基礎となっていた巣鴨家庭学校での
教育方針と同様に，当然ではあるが，不良少年
に決して偏見を持つことのない自然による感化
力を重視し，また結果として，実際，自然の果
した役割は大きかったということである。幸助
が，分校建設の場所選びを重要事項と確信し，
慎重を期したことは，この自然の力という点で
大いに的を得ていたと言える。なぜなら，自然
の力によって，感化事業に於いて第一義的に必
要となってくる少年の逃亡が首尾よく防止さ
れ，逆に，時間を経る毎に東京へ帰されること
を嫌うようになったというのである⑩。そし
て，農業部に関しては，小作農家を分家と呼
び，本家と呼ばれた地主の北海道家庭学校と分
家との間に温かい一大家族的な関係を築こうと
の一種独特の努力がなされたことは特徴の1つ
と言ってよいだろう。また，この感化農場の場
合，幸助の内務省嘱託という経歴もプラスに働
いて，北海道庁の技師や札幌農科大学の関係者
達から助言や指導を仰いだり，北海道の開拓村
の先例を把握した上である程度の計画性・方向
性を持って農村づくりが行われたとも考えられ
るω。実際，農村視察という点では，北海道に
限らず，幸助は内務省嘱託時代に全国各地の地
方や模範村を見てまわっていた。
　更に，教育による農民・地域の啓蒙や地域福
祉が重視されたことも特徴と言える。冬期学校
については，既に，空知集治監の教謳師時代の
1894年にも集治監とその周辺地域を念頭に置い
て短期間の冬期学校を幸助は教誰師退職までの
3年間開催していだ1a。これは，当時，親交を
もつことになった新渡戸稲造が札幌農学校で教
鞭をとる傍ら，労働者や貧困者の初等教育を担
う遠友学校を同年に設立したことに刺激を受け
た結果の活動であったと考えられる〔1＄。そのよ
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日目自分自身の過去の経験や新渡戸の経験を糧
にしていた幸助は，1925年1月1日付の『平
民』に於いて，知識普及を目指した各種の学
校，講演や演劇，活動写真のための，最高で
2，000人を収容できる社会館，博物館，現存の
簡易図書館を拡張した完全な図書館，相撲や柔
道などに利用できる体育館といった社会教化機
関を更に充実させ，そして病院をもそれらに加
えたいとの見解を示していた。このような広い
社会一般の啓蒙教化の重視に加えて，無償託児
所の「木陰の家」や男女平等の教育を目指すと
いう方針などからうかがえる女性や働く女性支
援という観点が見受けられたことも特徴といえ
る。この感化農場が打ち出した農民や地域の教
育・啓蒙を重視する方策は，全て，北海道家庭
学校に於ける最終目標と同様に，独立自営の人
民を形成していくためのもので，その根底とな
るものとして，強制はしないが，キリスト教を
置いていた。
Il．意義
　次に，北海道家庭学校と感化農場の具体的活
動が有していた意義を社会的側面を中心にして
検討してみることにする。もちろん個人的側面
としては，幸助が目の当たりにして感銘を受け
たように，不良少年達が北海道の自然の中での
生活に適応していったことが挙げられる個。更
に分家の農民達の経済状態については，農商務
省と社会局が行った調査を引き合いに出して良
好であると幸助が指摘した㈲ことから考えて
も，活動や方策は有意義であったと判断できそ
うである。
　社会という観点からすると，地域啓蒙や地域
福祉の実践は現代社会から考えても有意義だっ
たと結論づけることができる。更に，社会的側
面に於いて意義あることと考えられるのは，幸
助が，自分自身の直接的な体験例に基づいて北
海道移住の保護政策の必要性と北海道開拓の必
要性を，北海道の明るい将来について持論を展
開しながら世間一般に訴えかけたことであ
るα6。また，同時に，それらの必要性に触れた
だけではなく，北海道移民が陥りやすい問題に
対して警告を与える㈲と共に，家族の同行，農
業の専門家であること，禁酒の厳守，信仰を有
することという北海道殖民の成功要件を提示し
たことも意義を有していたと思われる〔1臼。
2．　設立の原因と背景
（1）設立の理由とその背景にあったもの
　さて，ここでは，「民」の立場から巣鴨家庭
学校をつくり，「官」の立場としては内務省主
導の地方改良運動などに携わった幸助が，内務
省嘱託を辞職した後に北海道家庭学校を設立し
た理由とその背景にあって幸助に影響を与えた
ものについて検討してみる。
　幸助は，空知集治監の教講師時代に，多数の
囚人は低年齢のうちから不良少年だったことを
知り，将来に機会を得たならば，教育的・宗教
的な基礎を持った感化施設をつくってみたいと
思ったこと，巣鴨監獄の教旧師を辞任した後の
警察監獄学校の教授時代に，不良少年感化事業
などの科目を担当していて，実践の伴わない机
上の空論と感じたことにより，巣鴨家庭学校を
試験田と考えて設立したのであった。1913年に
なって実績を振り返ってみると，100人中80人
位までは感化されて善人になっていることがわ
かった。9。そこで，よく働かせ，よく食べさ
せ，よく眠らせるという三下主義の家族制度の
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下で知識・徳育教育，身体の鍛練，、職業訓練を
施し，宗教によって心性を開発しながら境遇の
変換を図るという自分の教育方法に確信を持つ
に至り，更に大仕掛に試してみたいと思うよう
になった。これが北海道家庭学校設立の第一の
理由である。
　また幸助は，内務省の嘱託として，地方村・
優良農村の視察や二宮尊徳の思想を基礎として
地方改良運動に精力的に携わった。この活動に
於いて幸助は，愛郷心，公共心，共同心，
「民」による自治，及び勤労独立の重要性を説
いて廻った。都市と地方農村とのバランスのと
れた発展を念頭に置いていた幸助は，怠惰な生
活につながる飲酒や賭け事などの農村の悪習慣
を改良して新しい，立派な農村をつくりたいと
考えたのであった。これが北海道家庭学校設立
の第二の理由である。つまり，幸助の「民」と
して，そして「官」の立場からの活動は，密接
に関連しあい，両者が一体化した構想が遂行目
標となっていたのである。
　更に，地方改良につながる農村作りによって
収入を得られれば，それを感化事業に回すこと
もできると考えられた。巣鴨家庭学校は，寄付
金に大きく依存していた。「他人に始終物を貰
ふと云ふことは，どうも貰ふ者の心理状態を向
上せしめない。動もすると卑屈に流れたりし
て，僅かな物を貰って，高貴な人格を損ふ事に
なって来るから，結局貰ふと云ふ事は嫌な事で
ある」⑳と，社会事業に於いては寄付金は必要
不可欠であることを認めながらも生産から上る
もので事業を経営していきたいと幸助は考え
た。寄付金に関する幸助のこの言葉は，1887年
から岡山孤児院を運営していた社会事業家，石
井十次（1865～1914）の考え方と大変似通って
いる。東北飢鰹後には無制限受け入れを宣言
し，最高で1，200人もの子供達の育英に当たっ
ていた石井は，寄付金を貰うということが，子
供達の独立精神に与える影響を常に考慮して⑳
自活の道や他事業への拡大を何度か模索した。
そして晩年には，故郷の宮崎県茶臼原の土地
（70町歩）を購入・開墾し，コロニー・システ
ムの下で孤児達にルソーの「エミール」教育を
施して理想の社会を造ろうと奮闘した。幸助
は，1894年5月から1896年4月までの滞米期間
中に石井夫人逝去を耳にし，石井に書簡を送っ
ているし，1909年11月には開場下平10年を経た
茶臼原殖民地を訪問していた。．幸助は，働・
食・眠の三能主義という教育方針を説明するに
際して石井がとった満腹主義を例に挙げたこと
もあり㈱，茶臼原殖民地については「私は日本
全国を歩いて慈善院の植林及農園を見ました
が，先づ岡山孤児院の殖民地ほど有望な所はな
いと思ふ」との見解を示していた㈱。このこと
から考えても，北海道での理想実現の背景には
第三に，石井による先例の潜在的影響があった
ことを否定することはできないと思われる。実
際，幸助は，大正2年4月15日付の『人道』に
於いて，慈善事業の成長・進歩により人間性に
近い手段が重視され，寄付金集めにのみ依存し
た経営から殖民策へとの転換が日本でも図られ
てきており，児童を移植して農村の繁栄を図る
ことは良策との考え方に従って，各慈善団体が
この方針で進んでいくことを要望すると呼びか
けていた⑳。そして，幸助自身もこの翌年に，
このように要望する中で例示した日向茶臼原に
殖民を試みていた岡山孤児院と同様，開墾・新
農村づくりと感化事業を組み合わせた企画に北
海道で挑んだのであった。では，幸助はなぜ殖
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民地を北海道に求めたのだろうか。
（2）幸助の北海道観と北海道の地を選択した理由
i．　自然観・農業観・労働観
　幸助は，英国の都会が農村とアンバランス的
に発展したことをたびたび例に取りながら，資
本主義が発達しつつある日本も同じ途をたどっ
ており，都市が極端に発達した結果として不良
少年が生じてきたと指摘した。また，都会の膨
張の反面で衰退しつつある農村は生産的な場で
あるのに対し，都会は本質的に消費の場であ
り，人間も物質と同様に消費されてしまうとの
懸念を示した。このように弊害の多い都会に於
いて不良となった少年を，誘惑の多い都会の中
で直すことは至難の業であり，3㌘5年も放置
すれば犯罪者に化してしまう㈲ので，不善な都
会と反対の自然の中で感化する必要があると警
告した。教育は自然と人間の共同作業であり，
神秘不可思議な自然は，児童が成長する上で強
い影響を与えるのであって，自然の力は大きい
と幸助は確信していた。その中でも特に土の尊
さを「草化して米となり，米化して人となる」
という二宮尊徳の教えの一つを引き合いに出し
て訴えかけていた囲。また，幸助は，尊徳の教
えのみならず，ドイツのラウへ・ハウスやフラ
ンスのメット・ライといったヨーロッパの感化
施設をも研究・視察し，慈善事業について多く
を学んでいた。後者を設立したド・メッツの
「土地は人を化し，人は土地を化す」という標
語からも影響を受けていたはずである。幸助
は，土中にある磁力が皮膚を通して体内に入る
ことで身体が丈夫になるのであり，「宗教は腐
敗したる魂を清むるものである。腐敗したる物
質を工むるものは土壌である」と主張した鋤。
　また，幸助は，英国の貴族や日本の戦国時代
の風潮などを例に出しながら，江戸時代の支配
体系の名残による日本の労働忌避観を改造する
必要性を主張していた。更に，人間の資本とい
う点では金銭よりも健康が重要であるはずで，
幸不幸は健康不健康に左右されるとの見解に立
ち，人間は不養生による病的状態から免れるた
めにも適度に働かなくてはならないと勤労の重
要性を衛生の面からも強調した鮒。
　このように，自然，そして土，労働を重視し
た幸助は，それらの延長上にある農業の有益性
を高く評価した。健康という面では，土，労働
が有益だというのであるから，自動的に農業が
まさしくその典型となったのは不思議ではな
い。健全な農村が存在してはじめて都会が発達
するというバランス観を持っていた幸助にとっ
て，農業は国家の基礎であり，また，得業・徳
業だと考えられた。それは，一粒の種子から何
回もの実りがもたらされるため，そして誠実な
行為のみしか通用しないためであった⑳。
　このように，幸助の自然観と労働観と一致し
てその延長を形成する農業のために必要な広大
な土地という点で見ると，自然に囲まれた未開
墾地が多数存在していた北海道はその適地の一
つであった。南方の土地も考慮には入れられた
が，その多くは早熟である不良少年達を感化す
る場所としては，作物なども早熟になる南方よ
りも北方の方が適していると幸助は考えたので
あった。
ii．　空知集治監時代の経験
　更に，上述したような見解に基づいた理由に
加えて，幸助が空知集治監の教講師時代に北海
道にふれていたこと，知識を持っていたことも
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感化・殖民の地に選んだ理由だと思われる。
1891年に空知集治に赴任したとき，幸助はあま
りにも人間性を無視した囚人労働を見て驚い
た⑳。北海道の監獄は，1881年3月の太政官布
告に基づいて，当時の刑事制度による徒刑，流
刑，重懲役10年以上の者を拘禁し，労役に服さ
せる目的で設置されたもので⑳，伊藤博文が大
きく寄与したと思われる囚人による北海道開拓
論はG2，1885年8月以降，更に過酷度を増して
いった倒。過酷度増大の原因は，内務卿の山県
有朋が各県令に訓示した「懲戒主義に基づいて
監獄の効果をあげるように」という内容の「苦
役本分論」であった。幸助は，囚人達が置かれ
ている悲惨な現状，囚人達の不幸な少年時代の
境遇と犯罪の初発年齢の早さ，及び再犯率の高
さを知り，監獄問題に根本的に対処するため
に，他日機会を得たならば不良少年を独特の方
法で感化する試みにチャレンジしたいと思うよ
うになった。しかし，幸助が，進んだ理論を実
践的に米国で学んでいた間に，炭坑内での囚人
労働を1894年限りで廃止することを決定した樺
戸本監の大井上輝前典獄図が免官となり，引き
続いて，仏教教謳師に入れ替えが行われたこと
に対して抗議・撤回を求めた北海道内の乱訴師
達が1895年に連快辞職してしまっていた。これ
によって，キリスト教教誰師が中心となっ
て㈱，犯罪防止の一体策と言える不良少年感化
と免囚保護，及び地域啓蒙に当たるという幸助
が内心考えていたと思われる理想の実現が不可
能になってしまった。このことも，20年近くの
ときを経て，幸助が理想村の実現の地に北海道
を選択したことに潜在的に影響しているのでは
ないだろうか。
lil．社会政策的側面
　最後に，国家主義者的な特徴を有した幸助の
見解も北海道選択に影響していたと思われる。
「国家の生存条件を損害せんとする有害分子を
都会に残留せしむるは甚だ危険なり…国家の不
健全なる分子は北海道の如き原野に送致するこ
と，社会の政策上肝要にして…」㈹というよう
に国家主義的な要素を抱えていた幸助には，社
会防衛的な発想で北海道への殖民を捉えていた
面があることは否定できない。幸助の北海道に
ついての一般的なイメージの中には，開拓，そ
して有害な人物の排除という視点が潜在的に含
まれていたものと推測できる。
3．比較としてのロバート・オウエン
　の実践
（1）ニュー・ラナークでの実験と性格形成学院
　イギリス初期社会主義の父と呼ばれるロバー
ト・オウエン（1771～1858）は，暴力を否定
し，理性と友愛に基づいた共同社会という別の
枠組みを築くことによって資本主義社会全般を
克服しようと試みた。そのため，自分達は科学
的社会主義者であると主張したエンゲルスやマ
ルクスによって空想的社会主義者と呼ばれた。
オウエンは，7歳で学校長の助手になり，10歳
で徒弟になるために故郷のウェールズを去って
以降，家内工業的紡績工場のオーナー，大紡績
工場のマネージャー，そして，その大工場の
パートナーへと成功した資本家としての階段を
上っていった。
　そして，1799年にオウエンは，スコットラン
ドのニュー・ラナーク工場を購入した。綿糸紡
績の四工場からなるこの工業村には2，500人が
定着していた。オウエンの意図は，過去，職工
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に対して取り入れ，成功した原理を実験し，全
国民の性格に有害な影響を及ぼしかねない境遇
にあるニュー・ラナークの人々の状況を変革し
ようということにあった。工場，生活状態，モ
ラルの基準に関する策が1800年1月頃から講じ
られていった。まず，子供の最低雇用年齢を10
歳と設定し，子供の労力を救貧院に求めていた
慣習を廃止すると共に，その雇用は地元の子供
のみに限定した。更に，13時間の労働時間の3
時間短縮が試みられたが，パートナーの反対ゆ
えに結局，短縮ではなく1時間増の14時間に
なってしまった。12時間労働が達成されたの
は，1816年になってのことだった。また，オウ
エンは，工場内部の旧式機械を新式に交換した
ばかりでなく，住居や建物の新築，道路の舗
装，道路の清掃システムの導入なども行い，悪
習慣を助長していた私営の販売店を廃止して，
第一流品の必需品を原価で現金販売するような
会社の売店を設けた。モラルに関しては，慣習
化していた窃盗を防止し，工場内に勤勉を普及
させる工失をした暁
　これらの具体的実践は，オウエンが過去のマ
ネージャー時代に経験し，成功を見たと考えた
原理に基づいての環境改善策であった。オウエ
ンの改革の核には，「人間性は根本的には善で
あり，人の性格は例外なく常に彼自らのために
造られてある。人は自らの性格を造ることは不
可能であり，造らなかったのである。これまで
は，既成宗教などに基づいて，人は自らの性格
を構成する，従って，自分の感情や習慣に対し
て責任を負うべきであり，その結果として，あ
る者には賞，またある者には罰を与えるべきだ
という思考様式で行動することが世間一般の習
慣であった。これは最も重大な根本的錯誤であ
り，それをベースとして我々の制度は形成され
てきた。また，この誤った知識に基づいて考
え，感じ，行動してきた。しかし，真実は，人
の性格を造るのは環境，社会であって，優れた
環境や良い習慣に囲まれるならば如何なる性格
でも合理的に構成され得るのである。この人間
性に関する真の知識をもって教育されれば，他
人に対するとき，この知識に基づいて寛容な精
神で考え，感じ，行動するため，他人に対する
不快感や争いは起こらなくなる。つまり，如何
なる人も憎悪ではなく，他人への共感と人間愛
しか持たなくなる」という原理が存在していた
のであった。
　この原理を確信していたオウエンは，子供達
から悪環境を排除し，より良き状態の中で性質
や習慣を形成させる必要性を感じたため，世界
初の幼稚園と言われる性格形成学院を1816年に
開設した。幼児は，満1歳，或いは歩行可能に
なった時点を目処に通学を開始し，貧民学校と
考えられることを防止するために，学校費用の
ほんのわずかな部分に該当する金額が親から徴
収された。子供達には，遊び仲間を全力で幸福
にするように常に心がけること，また，年長の
子供達には，年下の者の世話を行い，力を合わ
せてお互いが幸せになるようにと言い聞かせ
た。教育が性格形成に果す役割を重視していた
オウエンは，無叱責・無懲罰・不断の親切に基
づいた独特の新教育方針をとり，打ち解けた口
頭での説明に基づいた事実把握，比較を通じて
獲得される推理能力に重きが置かれた。絵，地
図，図は利用されたが，書物を幼少期から用い
ることに対しては疑いが差し挟まれ，読み書き
算数は手段として以上には重視されなかった。
子供達が自発的に楽しめるものを使っての屋内
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教科に加え，肉体的・精神的な健康をもたらす
とオウエンが考えた音楽，ダンス，軍事教練も
取り入れられた。しかし後に，クウェーカー教
徒的な教育を主張したパートナー鮒の反対に
よって，音楽とダンスは廃止を余儀なくされ
た。
　オウエンが『社会に就ての新見解』や『自叙
伝』の中で記述したところによると，これらの
ニュー・ラナークでの改革策によって，モラル
は改善され，悪事は予想以上に減少し，そして
泥酔などの最悪の習慣は消滅し，工場労働者達
は勤勉，節制，健康に，仲間同士に対しては親
切に，そして雇用者に対しては忠実になったと
いうことである㈹。また，子供達は，毎日一緒
に養育されるので，思いやりある同じ一家の兄
弟姉妹のように見え，最良・最幸福の人間と
なったと指摘されている鱒。実際，この改革実
験は成功し，注目を集め，上流階級の有名人を
含む多数の人々が見学に訪れたようである。
（2）ニュー・ハーモニーでの実験
　1800年に開始された従業員の教育と福祉のた
めのニュー・ラナーク工場での改革の成功に
よって，オウエンの理想は具体性を帯び出し，
『社会に就ての新見解』㈲の第一論文一過去の経
験と実験に裏打ちされた人間性の真原理を提示
し，性格の構成についてまとめたもの一とその
真の原理を普及させる方法を示した第二論文を
1813年には出版するなど，オウエンはもはやス
コットランドの一工場主という範疇にはおさま
りきらなくなっていた。そして，ナポレオン戦
争後の恐慌によって失業者があふれ，貧富の懸
隔が激化した社会の混乱をみたオウエンは，独
自の理想社会計画によって社会の再建を望むよ
うになり，社会批判は急進性を増していった。
『社会に就ての新見解』の第三論文では，英国
人口の大多数を占める労働者階級の幸福と快楽
は，全階級のそれらに影響を及ぼすとし，英国
全体を通じて均等な利益が一般的に取り入れら
れるようにする実際の制度についてまとめ，最
後の第四論文では，英国の現状に受容され得る
改善策として，国民教育制度と失業対策として
の公共政策の実施が提案された。オウエンの非
難は，社会の基本構造である既成宗教や家族に
まで及んだため，その主張は当初とは異なり，
支配下には受け入れられなくなっていた。また
その頃には，ニュー・ラナーク工場のパート
ナーの1人（クウェーカー教徒）との不和確執
が決定的なものとなり，両者が1824年に結んだ
協定によってクウェーカー色が濃く反映された
ニュー・ラナークでのオウエンの活動は制限さ
れるようになった。このためかオウエンは，情
熱を新大陸での理想村建設に傾注していくこと
になった。
　1824年12月にオウエンと息子達の一行は，ド
イツの小農民，ジョージ・ラップを中心にした
宗教集団が開拓・自給自足体制を整えたイン
ディアナ州ハーモニーに到着し，移動を前にし
て残務整理に当たっていたラップ派の人々の協
力を得て，村の内外を調査した。そして，1825
年4月にオウエンは，3万エーカーの土鞄，村
の共産設備，家畜，在庫食料と原材料，耕作用
具類一式を自己資金の大部分をはたいて購入
し㈱，ニュー・ハーモニー準備社会の開設を宣
言した。しかし，オウエンは，ニュー・ハーモ
ニーを息子達に任せて遊説旅行などに長期間飛
び日わり，知り合いになった知識人集団の門流
の知らせをもって1826年1月にニュー・ハーモ
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ニーへ戻った。学識者達の参加によって成功を
確信したためか，過渡的施策の準備社会として
一定期間を経験した後に平等共同体へ移行する
という当初の予定が繰り上げられてしまった。
ニュー・ハーモニー共同体の設立を宣言した
1826年2月の新憲法は，前文に於て個人主義的
傾向を否定すると共に，共同体主義による人間
の福祉を志向し，財産共有の原理への復帰を明
言していた。第二章では，住居，支給設備，食
物，衣料，教育は可能な限り同等でなくてはな
らないということ，全てのメンバーは一家族で
あるということ，また，全てのメンバーは全体
の福祉のために奉仕しなくてはならないという
ことがうたわれていた。そして，16歳以上の住
民がいずれかの部門に所属して労働しなければ
ならない共同体の活動として，農業，工業，文
学・科学・教育，村内経済，一般経済，通商の
6部門が掲げられた㈹。しかし，肝心の経済活
動に関する規定には不明瞭さが残っていた。こ
のため，900人の参加者を広告宣伝によって集
め，開設した平等共同体では，成立直後から住
民内には不安感が漂っていた。この充満してい
た不安感は，順調な統治に乗り出せないと悟っ
た執行委員会が1年という期限付きで運営上一
切の指導と監督をオウエンに任せるという決定
を下したことによって一旦は幸福と満足感に変
わった。しかし，平等共同体が正式発足してか
ら2週間後に採られたオウエンの独裁体制を
もってしても混乱を収拾することは結局できな
かった。混乱の主とした原因の第1は，宗教や
思考，関心の相違による分裂と再結合の繰り返
し，第2は，分立した小共同体相互間の利権争
いなどによる共同体主義的傾向から個人主義的
傾向への回帰，第3は，土地の所有権をめぐる
住民の動揺，第4は，16歳以上の全住民を対象
にした強制的な労働割当制度であった。この共
同体が明らかな崩壊状態に直面し，多数の住民
達が離村を望むようになっていたときにさえも
オウエンは，偉大な真理に基づく社会制度の実
現は近いと宣言するなど，その楽観的で強気な
姿勢を崩さなかった。しかし，遂には，全体の
結束強化のために「部の怠惰な住民の排除に踏
み切らざるを得なくなり，悪徳住民の詐取に合
い，様々な面で共同体実験に妨害が加えられる
ようになると，オウエンは，個人への土地分売
を開始し，村の大部分は私有地となった。こう
してオウエンは息子達を残して1827年6月に
ニュー・ハーモニーを離れ，7月に英国へ戻っ
た。
　ここで，失敗原因と感じられるものを列挙し
てみると，第1は，平等共同体へ移行する前の
準備社会が短期間だったこと，第2は，準備社
会の長期を通じてオウエンが不在だったこと，
第3は，広告によって集まった雑多の人々の適
応審査をしなかったこと，第4は，オウエンが
理想的な大原則以外に明確な経済的計画，土地
の所有権計画，及び詳細な行動計画を有してい
なかったこと，第5は，個人の労働能力や適性
を考慮しなかったこと，第6は，道徳的資質の
備わっていない見ず知らずの人達の間に一つの
家族観を強制し，共同主義を根づかせよう．とし
たこと，第7は，賞罰のない平等主義の理想面
を信じすぎたこと，となる。この第7の点につ
いては，城塚登の「消費生活の協同のみ考えら
れ，生産活動の計画的な協同が実行されなかっ
たこと」という指摘がうまく説明しているよう
に感じられる鱒。
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（3）オウエンとその実践の特徴
　さて，オウエンに関する最後のパートとして
ここでは，理性と人間愛に基づいた共同体主義
的社会を建設しようとしたオウエンとニュー・
ラナークやニュー・ハーモニーを中心とした実
践で見られた特徴についてまとめてみることに
する。
　宗教的自由の権利を主張し，既存宗教を非難
したため，オウエンは，無神論者・唯物論者と
批判されたが，道理にかなった宗教や普遍的な
入間愛に基づいた信仰までは否定しなかった。
人間の性格は環境がつくるものであるとの根本
原理に基づきオウエンは，その原理の理解がも
たらす共感と人間愛に主眼を置き，隣人愛に
よって家族的協同社会を実現しようとしたので
あった。
　次に，ニュー・ラナークで成功した実験に基
づいて書かれた『社会に就ての新見解』の第三
論文に於てオウエンは，英国の全階級の幸福と
快楽は人口の大部分を占める労働者階級によっ
て左右されるので，貧者と労働者階級を救済す
るための実践的制度を導入しなくてはならない
と主張したことからもわかるように，オウエン
には，交流もあったベンサムの影響が見られ
る。「快楽や幸福を生むもの」という善につい
て，社会のそれは，社会を構成する個人の善の
合計，つまり最大多数の最大幸福が社会の善で
あるという思考方式をオウエンもとっていたこ
とがわかる。「政治の目的は，被治者と治者を
幸福にすることにある。さらば，政治は，治
者，被治者を含む最大多数の最大幸福を実際に
造り出すものが最善なのである」といった表
現圃が正にベンサムの影響を物語っている。し
かし，オウエンは，機械的快楽主義で人間をみ
たのではなく，人間は生まれながら福祉を享受
したいという欲望，いわゆる利己心を持って生
まれてくるとの主張を展開はしたが，人間性に
関する真の原理の理解に基づいた共感と隣人愛
をも利己心と調和させようとし々のであって，
仁愛という点のみで見ればベンサムよりもむし
ろ，人間は利己心からぬけ出すことはできない
が，仁愛もあることを指摘したハチソン的な考
え方をしていた。ただ，オウエンの土台にあっ
たのは，キリスト教ではなく，全世界・全人類
に共通しなくてはならない人間愛・隣人愛で
あった。
　次に，キリスト教社会以外の社会や民族をも
念頭に置いていたオウエンの思想と理想は，壮
大で大規模なものであったことも特徴としてい
たと言える。理想の実現を全イギリス，全アメ
リカ，全世界という規模で考えただけでなく，
初期社会主義者であったことを考えると当然で
はあるが，常に大きな集団，大きな社会という
単位にばかり目を向けていた。オウエンは，競
争，対立，不調和の温床であり，普遍的な愛を
妨害するものとして，社会の基本構造である家
族を批判した。しかし，人のかたまりばかりを
重視すると，相対化のみの社会になってしま
い，拠り所を失った人間の個人としての確立が
不可能になることが懸念されるのだが，独立自
営の人物造りという視点がなかったオウエンに
は関係のない問題だったようである。なぜな
ら，自分の原理こそが合理的で絶対の真理であ
るとして，キリスト教界に致命的な打撃を与え
る必要性を主張しながら過激に攻撃したよう
に，正義感が強かったオウエンの思考法は自己
絶対的・排他的で多様性を認めていなかったの
で，主体的に決定・行動できるような人物は不
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要だったのである。単にオウエンの真理を理解
し，それに従って行動する人物を想定していた
だけなので，オウエンの説いたものには窮屈感
が伴った。オウエンの描いた理想社会には，主
体的・独立自営的に改善に乗り出す労働者達は
いなかったのであった。
おわりに
　歴史的・時代背景的・地理的に異なる2人の
人物の実践について単純に一線上で比較するこ
とは必ずしも妥当ではないことを認めた上で，
資本主義化が始まったばかりの近代日本に於い
て社会の暗黒面にキリスト教の光を当てること
を生涯の使命とした社会事業家，留岡幸助の実
践を考察する中で，産業革命時代の大英帝国で
いち早く社会主義的見解を打ち出した資本家，
オウエンの理想村建設についても目を向けてき
た。オウエンは，一つの工業村の改革には成功
したが，それに基づいて行ったアメリカでの試
みには失敗し，2年半後には資金のほとんどを
失った状態で帰国した。不良少年を感化するた
めに幸助が設立した巣鴨家庭学校は，15年近く
の間に満足のいく成功を収めることができた。
では，その小仕掛の経験に基づいた大仕掛の実
験である北海道家庭学校と理想村建設の成否は
いかがなものだったかというと，幸助の四男で
ある留岡清男の記述によると，1914（大正3）
年の創立から1964年までに北海道家庭学校を卒
業した生徒は905人で改善率は74％，措置変更
や逃走除籍，病気などによる事故退校は26％と
いうことであった㈹。この数値は決して失敗を
意味するものではないと判断しても良いのでは
なかろうか。また，理想の農村については，
1924年に農商務省と社会局が行った調査に於い
て，分家各戸生産額は1，200～1，300円だったこ
とがわかっている。支出は800～900円以内で，
小作料は生産額の10％弱，そして北海道庁の調
査によると，道内農家の1戸当たり平均生産額
は700～800円であった㈲ことを考慮に入れると
創設後10年という短期間で感化農場の経済状態
は良好になっていたとみなすことができる。更
に，既に見たように，平和鶏卵貯金組合と平和
飼牛組合が発展・維持され，下社名淵産業組合
として道庁から正式認可されたことも感化農場
の発展を物語っていたと言えよう。
　慈善事業に於いて，人間愛と実践，そして科
学性を重視していた幸助は，先進諸国の先例に
ついて研究・視察を行ったし，また，二宮尊徳
の改革成功を指摘するに際してオウエンやフー
リエの失敗に言及していた⑱ことからもコロ
ニー・システムの失敗例を参照していた可能性
は大きい。幸助もオウエンも共通して，人間愛
をベースにしていた。永井義雄は，オウエンの
性格形成原理は資本家の立場からする労働者の
馴致論であるとの見方をした闘が，そういう面
はあったにせよ，人間相互間の隣人愛を社会の
構成原理に置いていたことは確かだと思える。
　人間愛という幸助とオウエンの共通事項に対
して，幸助とその実践にのみ見受けられた特徴
がある。まず初めに，経済力を持たなかった幸
助は，専門家の支援も得て極めて具体的な経
済・財政計画を立てて北海道に臨んでいた5。。
また，幸助は，巣鴨家庭学校でも採られていた
口頭よりも実践で子供達を教化するという方針
に沿って自らが率先して活動し，それが指導性
を高めたと思われる。更に，愛国志士的要素を
持っていた幸助は，常に日本という国の枠組み
の中から逸脱することはなく，愛の発現場所で
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ある家族も含めて社会の基本構造を攻撃するこ
とはなかった。そして，幸助は，学ぶ姿勢を備
えており阯これは，様々な思想から自分の信
念や実践に合うものを部分的に取り入れるとい
う幸助の特徴にもつながるのだが一また，オウ
エンが実例として実際に学んだのがニュー・ラ
ナークのみだったこととは対照的に，内務省嘱
託の立場もあって多くの学ぶ機会を得ていた。
この学ぶ姿勢に関連するが，自己絶対的・排他
的ではなかったこともあって，幸助が交流を
持った社会的に影響力を持つ人達が理想村を訪
れ，社会にその存在と活動や意義を知らしめて
くれた秘。その上，幸助は，東洋的自然観で，
そこにあるものとしての自然を，それに囲まれ
た人間に影響を及ぼすものとして，その力を信
じ，人間の力と共に利用した。そして，理想の
規模に関しては，オウエンのものが広大だった
ことに対し，幸助の場合は，他人に社会的効力
を疑われたとしても，活けるキリスト教をもっ
て，自分に貫徹可能な範囲内での使命を「一路
到白頭」の精神で遂行しようと考えていた。ま
た，オウエンには主体的な人間を造るという視
点が存在しなかったことに対し，幸助の最終目
標は，常に独立自営の人間を造ることであっ
た。以上のような相違点が良い結果に寄与した
と考えることもできそうである。
　しかし，帰国後のオウエンは，主体的に活動
する労働者達と共に協同組合運動などに携わっ
たように，ニュー・ハーモニーで学んだものも
多く，人間愛をベースにして理想村を建設しよ
うと実践に挑んだその姿勢を空想的の一言で片
づけることは適切ではないとは思う。それでも
やはり，理想村建設の夢を大金と共に失って帰
国したことは確かである。一方，留岡の理想村
は，実際に発展を遂げ，理想を現実的に達成し
たのであった。それどころか，1923年施行の少
年法の法案に関して，特別調査委員となった幸
助が経験に基づいて，保護と教育による少年へ
の対応を主張したこと鮒，経験を有する幸助が
北海道殖民について様々な注意・改良点などを
提示したこと，及び幸助と交流のあった社会的
影響力の強い人達が感化農場の例を世間に紹介
したことによって慈善事業に対する関心が高
まったこと，などは社会的にも有意義だったと
考えられる。従って，留岡幸助の北海道家庭学
校と新農村の建設は，「貧欲の入り込むことの
ないパラダイスのような社会ではあるが，共
産・設計・非現実的な極端な理論であり理想に
過ぎないもの」という意味としてのユートピア
ではなく，それを超えて，個人的にも，また社
会的にも意義のあった実践だったと私は考え
る。
　〔投稿受理日2001．10．31／掲載決定日2002．1．19〕
注
（1）受け身ではなく，常に主体性を重んじた幸助
　は，壁や鍵による拘禁ではなく，教員と生徒との
　間の愛情でつなぎとめておく開放処遇を欧米の先
　例から学び，採用した。
②　同志社大学人文科学研究所編『留岡幸助著作
　集』第四巻，同朋舎，1980年，639頁。
（3）分家が集まり出した理由として幸助は，1915
　（大正4）年に湧別線が社名淵まで拡張されたこ
　と，石北線が開通したこと，当初は社名淵の払い
　下げ地は悪質だという噂が広まったが，友人達が
　社会一般へ宣伝・紹介してくれたことなどを挙
　げ，鉄道敷設の重要性を指摘した（「留岡幸助著
　作集』第四巻，573頁）。
（4）古くは，頼母子講や無尽講，二宮尊徳の報徳仕
　法に基づいた結社の報徳社も一種の共同組織金融
　だったが，日本の近代的な協同組織金融は，1900
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　（明治33＞年の産業組合法の成立によって制度化
　された。この成立以前には，1891年に信用組合法
　第一次法案が議会に提出されたが，信用組合のみ
　を取り上げることへの反対などにあい，1897（明
　治30＞年になって産業組合法案として提出され
　た。成立当初の産業組合の多くは，農村部におけ
　る農業者の組合で，それらは，信用事業のみなら
　ず，購買や販売事業をも兼営するものが主流で，
　現在の総合農協の形態をなしつつあった。下社名
　淵産業組合も法律に裏付されて，信用，購買，販
　売，利用の4事業を兼営する組合に発展していっ
　た。
（5）小作争議・農民運動の頻発に直面した政府は，
　緩和策として自作農創設維持政策を打ち出した。
　以前から小作制度に矛盾を感じるようになってい
　た北海道家庭学校は，幸助が脳溢血で倒れる時期
　と前後して，政府からの小作農創作維持資金を得
　て，小作制度を廃止する決断をした（留岡清男
　『教育農場五十年』，岩波書店，1964年，60頁）。
（6）同上，58頁。
（7）　「留岡幸助著作集』第四巻，457頁，留岡清男
　『教育農場五十年』53頁。
（8＞幸助は，開平師時代にも，また巣鴨家庭学校に
　於いても，キリスト教の信仰を押し付けなかっ
　た。宗教は，自発的な力があってこそ有益なので
　あって，心からの，ではない信者を多くつくって
　も意味はないと考えた。更に，「真に聖霊を感ず
　るならば，首を斬られても信仰せねばならぬ」と
　一種，志士的な表現を用いて自発力の強さを説い
　た（『留岡幸助著作集』第二巻，129頁）。
（9）1924（大正13）年に感化農場の「一羊会」に出
　下した東京帝国大学法学博士の牧野英一は，その
　経験をもとにして，「最後の一人の生存権」とい
　う講義を行った。「生存競争の放置は暗黒を意味
　し，淘汰を余儀なくされる多数の敗北者は，貧
　乏，病気，犯罪によって最後の抵抗を試みて世の
　健康者を苦しめる。生存共同という調節機があっ
　てこそ，自然の大事実たる生存競争がその文化的
　意義をなすとの認識が重要で，最後の一人として
　犯人にまで，その人格を尊重しよう。20世紀の国
　家にとって社会事業や社会政策は憲法上の事項た
　るべきである」と先見的に訴えかけた。しかし，
　　「最後の一人の生存権を確保することによって，
　最後の一人にまで国家の犠牲になって戦おうと思
　わせることができるのである」という結びの言葉
　には幸助と同様，時代的な国家主義色がうかがえ
　る（牧野英一『最後の一人の生存権』，人道社，
　大正13年，21，22，41，42，60，85，91頁）。
⑩　北海道家庭学校は，森林と原野に囲まれている
　ため，冬期は吹雪により，夏期は薮蚊や蜂，風な
　どにより，逃走は不可能であった。逃走を繰り返
　したとしても，乗馬の快適さ，山女釣りとそれを
　食べる楽しさを享受するようになると，もはや東
　京へ帰される方を嫌うようになったということで
　ある（『留岡幸助著作集』第四巻，97，98頁）。
⑪　幸助によると，1882（明治15年）から1886年の
　三県時代（県庁が函館，札幌，根室に置かれてい
　た）の団体移住には成功例が多く，模範村として
　報徳主義に基づいた豊頃村，キリスト教を基盤に
　置いた日高の赤心社などを幸助は例示し，宗教，
　風俗，習慣が同じ場合は一致協力の精神が富むと
　説明した（『留岡幸助著作集』第四巻，152，153
　頁）。キリスト教主義をとった前出例の赤心社
　は，鈴木清と加藤清徳という発案者に，三田藩士
　の長男として生まれ，福沢諭吉の門下生だった沢
　茂吉が加わり，発起人となって設立の趣旨を広告
　し，一般株主を募集した。士族授産，愛国心昂
　揚，宗教上の愉悦具現を目的とした赤心社は，団
　体運営のために賃金労働者の雇用を試みるなど，
　開墾事業を企業的に行い，会社組織で開拓に従事
　した。（富田四郎「会社組織に依る北海道開拓の
　研究：日高国，赤心株式会社を中心として』，沢
　幸夫，昭和27年，31，41頁）。
働　　『留岡幸助著作集』第四巻，331頁。
㈹1892（明治25）年10月の幸助の日記には，
　“The　Criminarという370～380頁の書物を新渡戸
　から借りて読み，興味を持った様子など，親交を
　示す文言が存在する　（留岡幸助日記編集委員会編
　　『留岡幸助日記』第一巻，昭和54年，179，180
　頁）。また，札幌で最初の社会事業と言われてい
　る遠友学校では，札幌農学校の生徒達が教師をつ
　とめ，貧しさからすさみがちな子供の心に糧を与
　えるために，知育よりも徳育，頭よりも人格，学
　問より実行という精神で貧困者達に初等教育が授
　けられた（北海道総務部文書課編『開拓につくし
　た人々8　文化の黎明下』，1967年，102－106
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　頁）。
（14　『留岡幸助著作集』第三巻，330頁。
（1＄　小作料は，一戸5町歩125円の規定，実質，年
　収の10％弱だったので，内地の約5割5分とは比
　較にならないほど低率であったため，小作問題と
　は無縁との見解を幸助は持っていた。調査結果や
　年収の詳細などは本稿の最終パート「おわりに」
　で提示した（『留岡幸助著作集」第四巻，334，
　335頁）。
（1⑤　北海道への移住が進まないのは事情が不明なこ
　とに大きな原因があるため，関係官庁は有望性を
　宣伝すべしと幸助は説いた。また，移住が必要な
　理由として，外交政治的理由，人口増加，食物・
　被服・住宅不足，社会的浄化の必要，文明北上論
　を掲げた。幸助は，西から進んできた日本の文明
　の中心地は北海道になるだろうとの見解を示し，
　北海道には広大な開墾可能地が残されている上，
　平均年収は内地の1。7倍程度にもなると有望性を
　示した（『留岡幸助著作集』第三巻，77，384頁，
　第四巻，141，142頁）。
働　北海道の平均生産額は内地と比較して一般的に
　高収入となるため，飲酒や奢修，賭博などによっ
　て風俗が乱れ，結局は没落していく例が多いと幸
　助は注意を喚起した（『留岡幸助著作集』第三巻
　482頁）。
（1＆　地質が豊か，水質が純良，気候が比較的穏や
　か，市場の近郊といった利ある地を選択すること
　も成功の要件に挙げられていた（『留岡幸助著作
　集』第三巻，56，385頁）。
（19　『留岡幸助著作集』第四巻，305頁。
⑳　　『留岡幸助著作集』第四巻，210頁。
⑳　1872（明治5）年に東京府が設立し，1876（明
　治9）年に渋沢栄一が正式に事務長（後の院長）
　に就任した東京市養育院の視察に行き，臥してい
　ただけの貧民が食事の鐘と共に台所に駆けつけ，
　食事を乞う様を見た石井は，人間性を保って孤児
　を養育するには実業教育しかない，と労働自活の
　方針を打ち出した（『留岡幸助著作集』第二巻，
　275，276頁〉。
⑳　　『留岡幸助著作集』第三巻，382頁。
⑫3｝　『留岡幸助著作集』第二巻，519頁。
⑳　岡山孤児院の日向茶臼原殖民地，上毛孤児院の
　北海道釧路農場，汎愛扶植会の朝鮮大邸の殖民地
??????
などが例示されていた（『留岡幸助著作集」第三
巻，250頁）。
『留岡幸助著作集』第四巻，213頁。
『留岡幸助著作集』第三巻，277頁。
「留岡幸助著作集』第三巻，278頁。
『留岡幸助著作集』第三巻，418，419頁。
『留岡幸助著作集』第二巻，544頁。
北見の発展に寄与した道路の突貫工事によって
　囚人300人が死亡し，路傍に埋葬された（小池喜
　孝『即興』，現代史出版会，1973年，14頁）。
鋤　4つの集治監のうち，樺戸が本甲，空知，釧
　路，網走は分監であった。また，樺戸には，福島
　事件などの国事犯，空知には国事犯と凶悪犯，そ
　して網走には軍人・軍属・元巡査などの軍事犯が
　収容されていた（小池喜孝『鎖塚』，62頁）。
㈱　伊藤博文の秘書官，金子堅太郎は，1885（明治
　18）年7～10月にかけて北海道三世を巡察し，
　「囚人には非情な労役がふさわしい，死亡した場
　合は支出的にも助かる」という内容の復命書を提
　出した。
⑬　「苦役本分論」の一連の動きを受けて，1886
　（明治19）年には更に，北海道庁長官，岩村道俊
　が「囚人が死亡した場合でも報告は不要」という
　内容の訓令を出した。
図　典獄の職をかけて囚人労働に反対する姿勢を貫
　いた愛媛の士族出身者，大井上豊前は，原胤昭を
　初めとして，クリスチャン岬町師を北海道の集治
　監に集めた。
㈲　日本のプロテスタントの三源流，熊本バンド，
　横浜バンド，札幌バンドに加えて，宣教師ではな
　く，大井上峰前を中心にした北海道集治監の教誇
　師一団を北海道バンドとする認識もある。メン
　バーには，大井上の他，原椥辻，留岡幸助，大塚
　素，牧野虎次，及び最初に北海道バンドの呼称名
　を用いた生江孝之などが含まれる。
㈹　　『留岡幸助著作集』第一巻，602頁。
働　オウエンが講じた窃盗防止策は具体的には明示
　されなかったが，勤勉性を生み出す簡単な道具，
　サイレント・モニダーについては明らかになって
　いる。それは，各労働者の目につく場所に1つず
　つ吊した小さな箱状のもので，正面の色を見れば
　前日の勤務態度が誰にでも一目でわかるように
　なっていた。最悪は，黒，次は青，黄と続き，最
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　優秀は白で，毎日，各部門の監督によってかけか
　えられた。改革当初は黒一色に近かったが，時間
　を経るに従って，黄や白が多くなったということ
　である（ロバアト・オウエン『オウエン自叙
　伝」，五島茂訳，岩波文庫，昭和36年，152頁）。
幽　オウエンは，ニュー・ラナークを購入後，教育
　や改革方針の相違からパートナーを2回変えた。
　オウエンがニュー・ラナークの株を手放す最後の
　ときまで組んでいた3回目のパートナーのうち3
　人はクウェーカー教徒だった。6人のパートナー
　には，ジェレミー・ベンサムも含まれ，1株を有
　していた（オウエンは5株）。ベンサムが関与し
　た事業で唯一成功したものだと彼の友人から聞い
　たとオウエンは自叙伝に記している。
㈹　ロバート・オウエン『社会に就ての新見解』，
　加藤一旧訳，48，51頁（『社会思想全集　第三
　巻』，平凡社，昭和7年」）。rオウエン自叙伝」，
　214頁。
a◎　「オウエン自叙伝』，256，408頁。
㈲　4つの論文から構成されており，交流のあった
　英国の祉三三良家，バトリック・カフーンの影響
　を受けていたことが指摘されている。第4論文で
　既成宗教（オウエンが実際に攻撃したのはキリス
　ト教）を激しく攻撃する一方で，犯罪防止のため
　にも就職を望む人達に道路工事・運河・港湾・造
　船・海軍用器などの分野の公共事業によって仕事
　を準備することは政府の第一義務だと主張した。
　更に，一定地方に於けるこのような策による公的
　労働率は，私的労働の平均率を上回ってはならな
　いということも付け加えられていた（ロバート・
　オウエン『社会に就ての新見解』，124，125頁）。
㈱　上田千秋によると，従来の内外の研究では，オ
　ウエンは15万ドルをハーモニー購入のために支
　払ったという説が主流であったが，実際は9万5
　千ドルだったことが立証できたということであ
　る。この額には，家畜と在庫食料・原材料，耕作
　用具一式に対する4万ドルは含まれていない（上
　田千秋『オウエンとニュー・ハーモニイ」，ミネ
　ルヴァ書房，1984年，7，188頁）。
⑬上田千秋『オウエンとニュー・ハーモニイ』，
　274，275頁。
㈱城塚登『近代社会思想史』，東京大学出版会，
　1960年，246，247頁。
㈲　ロバート・オーエン「社会に就ての新見解」，90
　頁。
鱒　留岡清男『教育農場五十年』，200頁。
㈲　　『留岡幸助著作集』第四巻，334，335頁。
姻　オウエンやフーリエなどと比較すると，尊徳は
　学問からではなく，実地から臨み，止むを得ず学
　問をしたため，尊徳のみ，改革に成功したのだと
　幸助は推測した（『留岡幸助著作集』第四巻，211
　頁）。
㈲　永井義雄『ロバート・オーエン試論集』，ミネ
　ルヴァ書房，1974年，170－180頁。
働　幸助は，専門家や老農の力を借りて，ユ1年間で
　開墾する土地の広さ，家庭学校の自作農地と分家
　の小作農地の比率，移住予定小作人数を決：定し，
　開墾経費，予定年収を見積もった（『留岡幸助著
　作集』第三巻，305頁）。
励　幸助は，欧米各国，朝鮮半島，及び全国各地を
　研究・視察して歩き，訪問した先々や日々の生活
　で感じたことなどを手帳に詳細にメモし，手帳学
　問と呼んでいた。
働　注（7）で示した牧野英一と同様に北海道家庭学校
　を世間に広く紹介したのは，徳富蘇峰であった。
　1922（大正11）年に訪問した徳富蘇峰は，「国民
　新聞」に「家庭学校巡視」を連載した。他には，
　山路愛山や山室軍平なども視察に訪れた。
岡　　『留岡幸助著作集』第四巻，46頁。
